


















































第 2 章 「新学制」導入前の白系ロシア人教育の実態（1933~37 年） 
































































第 3 章 「新学制」導入と白系ロシア人教育（1936～45 年） 







































































第 4 章 「新学制」実施産物の建国大学における白系ロシア人：  






2.2 第 1 次試験 


















































3.3 塾における諸民族との生活・塾の日本語使用・塾内行為  
 
4-3.  建国大学卒業・大同学院進学・進路 


















































































































                                                   























                                                   
2 宋恩栄、余子侠主編『日本の中国侵略植民地教育史 第一巻 ―東北編』2016 年、397～402 頁。 
3 原正敏「戦時下、旧満洲における技術員・技術工養成」（原正敏・槻木瑞生・斉藤利彦編著 『調査研究報告書 No.30 
総力戦下における「満州国」の教育、科学・技術政策の研究』、学習院大学東洋文化研究所）、1990 年 3 月、30 頁。原
正敏・隈部智雄「“満洲国”における技術員・技術工養成（Ⅰ）―満洲鉱工技術員協会と「鉱工技術者養成令」―」（『千
葉大学教育学部研究紀要』第 42 巻第 2 部）、1994 年 2 月、208～212 頁。 
4 中嶋毅「ハルビンのロシア人教育―高等教育を中心」『スラブ・ユーラシア学の構築』研究報告集、2004、3 号、66














2. 方法  
本稿での分析対象は、白系ロシア人小・中学校と、「新学制」の産物である
建国大学、北満学院、哈爾浜鉱工技術工養成所とする。 







































 第 1 章では、満洲国における白系ロシア人の位置づけを理解するため、彼ら
の西洋社会としての特性と状況を明らかにする。また、白系ロシア人社会と満
洲国当局との間の仲介機関である白系露人事務局の意義を再評価する。 
 第 2 章では、1930 年代半ばにおける白系ロシア人の旧帝政ロシアの教育制
度について明らかにする。また、「新学制」導入前の職業・高等教育機関の状
態を検討し、満洲国当局による学校統制政策の特徴を明らかにする。 
 第 3 章では、「新学制」導入前後の白系ロシア人社会による反発を検討し、
「新学制」導入政策の右往左往の原因とその結果を明らかにする。 
 第 4 章では、建国大学の白系ロシア人に焦点を当てて、彼らが学内で体験し
た五族協和社会が他の白系ロシア人社会が体験した五族協和とは異なるもので
あり、ギャップが大きかったことを明らかにする。 



























満洲国民政部とは、1932 年 3 月 9 日に創設された満洲国の統治機関の一つで












                                                   
5 『二〇世紀満洲歴史辞典』吉川弘文館、2012 年、285～286 頁。 
6 中村久四郎著『支那の五族共和』東亜研究講座、1925 年、5 頁。 










Законоположения и правила о школах. 
・満洲国帝国協和会発行『協和会創立十周年記念全国会員大会並康徳九年度全
国連合協議会記録及分科委員会記録（日文）』。 
・外務省外交資料館 外務省記録『外国学校関係雑件 第一巻』。 
・ロシア ハバロフスク州国家文書館（ГАХК）白系露人事務局フォンド。 
・ロシア ロシア軍事国家文書館 (РГВА)。在満白系ロシア人関係資料。 
・ロシア ロシア連邦国家文書館 (ГАРФ)。在満白系ロシア人関係資料。 
・ハバロフスク州国家文書館 民生部発行 ロシア語版『国民道徳指導教科書
Программа преподавания гражданской морали для русских высших 
народных школ в Маньчжу-Ди-Го.Харбин. 
・ハバロフスク州国家文書館 白系露人事務局発行 ロシア語版『国民学校及
び国民優級学校教案』。Учебные программы народных и повышенных 
народных школ для Российских эмигрантов. 
・ロシア語版『神学の教科書』Конспект по Закону Божьему 
・満洲鉱工技術員協会発行『満洲鑛工年鑑』、『鑛工満洲』。 
・東洋文庫 ロシア語版 建国大学卒業生の回想録 Чеусов В.В. Русские 
студенты в Кенкоку Дайгаку.  
・東京大学大学院人文社会系研究科文学部図書室 建国大学発行『建国大學授







































結果、1907 年、満州における帝政ロシア国籍者数は 48,870 人に達した8。その
中には鉄道従業員（18,000 人以上9）以外、事業家、インテリ、商人などがいた。





1920 年 1 月に臨時全ロシア政府（1918 年 11 月～）が転覆されると、ソビエ
ト政権の形成が始まり、ロシアからまた新しい亡命派を及ぼした。1920 年代前
半、ロシア人人口は 200,000 人前後であった（1923 年、ハルビンのロシア人人
口 165,857 人）11。この在満ロシア人人口の中に白系ロシア人と呼ばれた者はロ
                                                   
8 Аблова Н.Е. КВЖД и российская эмиграция в Китае. Международные и политические аспекты в истории 
(первая половина XX века). Москва, Русская панорама, 2005. С.66. 
9 Чапыгин И.В. Русские на территории Маньчжурии и в полосе КВЖД (XVII – начало XX века). 
«Преподаватель XXI век», 2014, №1, с.324.  
10 Аблова (2005), с.123. 















1921 年 12 月 15 日付の全ロシア中央執行委員会・ソビエト連邦人民委員会の
法令によって、1917 年 11 月 7 日までにソ連政権の許可を得ず、ロシア領土を
出た者は国籍が剥奪された後、亡命した白系ロシア人は無国籍者になってしま
った13（Декрет ВЦИК СНК РСФСР от 15 декабря 1921 года О лишении 
прав гражданства некоторых категорий лиц, находящихся за границей）。
白系ロシア人人口の急増はハルビンにおける家賃と食材の物価の高騰につなが





                                                   


























                                                   
14 農村には白系ロシア人が満洲国建国前に設置された農村と、白系ロシア人開拓団が満洲国政府からの補助金を得た
移民プログラムで開村した農村の数か所があった。 
15 野島一郎編『満洲電業史』昭和五十一年、584 頁。 
16 ГАХК.Ф.830.Оп.2.Д.32.Л.18. また、関東州の大連に 1 ヶ所があった。合計：112 ヶ所。 
17 
 
た白系ロシア人の村は 23 ヶ所（ロシア正教会 6 ヶ所）にあり、大体が平時に農
業専門にしていた元白衛兵のコサックに設置された17。三河地方の白系ロシア人






ンガ製造工場 5 幹、陶器製造所 2 幹、製革工場 4 幹、乳製品工場 23 幹、かじ






報』によれば、1935 年末に満洲国における白系ロシア人総数人口は 42,335 人
であった。それは同年、満洲国総数人口 34,193,708 人に対比すれば、0.13％も
なかった23。10 年後、白系ロシア人人口統計を収集していた白系露人事務局に
                                                   
17 シベリアから三河地方へのコサックの移住は 1895 年から始まった。Кармазов В.А. Трёхречье. Вестник 
Маньчжурии, 1934, №12 (5), с.58, с.63.  
18 Там же. С.63.  
19 Там же. С.68, 71, 76. 
20 古儀式派とは、ロシア正教の主流派教会と 17 世紀に袂を分かって、政府や主流派教会から「分離派」と呼ばれ、
迫害を受けていた。一部は 1890～1900 年代に満洲へ移住した。 
21 古儀式派生徒に関する研究蓄積がある。坂本秀昭、伊賀上菜穂『旧「満州」ロシア人村の人々』ユーラシア・ブッ
クレット№103、東洋書店、2007 年。伊賀上菜穂「ロシア正教古儀式派教会における本国と亡命者社会の連関」生田
美智子編『満洲の中のロシア―境界の流動性と人的ネットワーク』成文社、2012 年, 237～266 頁。 
22  農村住民について、坂本秀昭編『満洲におけるロシア人の社会と生活：日本人との接触と交流』ミネルヴァ書房、





よれば、1945 年 1 月 1 日の段階で、白系ロシア人人口は 68,877 人に上ってお
り、その中の 42.4％（少数民族を含む 29,186 人）はハルビン市に住んでいた24。 










年にかけての 15 年間に満州で生まれた子供は 25,102 人であった（ハルビン生
まれ 10,116 人）25。また 1932 年～37 年にかけての 5 年間に満洲国に生まれた





                                                   
口の統計を上げる。「満人」33、253、475 人；日本内地人 126,137 人；朝鮮人 741,630 人；外国人は 72,466 人。外国
人の中にソ連人 9,625 人；ポーランド人 1,280 人；イギリス人 376 人；アメリカ人 184 人；ドイツ人 371 人；フランス
人 213 人；イタリア人 45 人；その他の外国人 1,602 人。 
24 ГАХК.Ф.830.Оп.2.Д.32.Л.19. ハルビン在住白系ロシア人の全人口の内に 25,441 人は「ロシア人」であったが、
残りは、ウクライナ人、タタール人、ユダヤ人、ポーランド人などの少数民族であった。 
25 Харбинское время, №280(2113), 17 октября 1937, с.5 結婚：ハルビン内 5,925 件、ハルビン外：2,759 件。合計：
8,684 件。死亡者：ハルビン内 11,866 人、ハルビン外：6,942 人。合計：18,808。 










































外国人 内地人 朝鮮人 
奉天 536,292 925 51 451,375 73,828 9,732 381 
ハルビン 464,812 27,992 6,561 388,658 32,472 6,679 2,450 
新京 305,578 724 19 239,748 58,407 6,620 60 
安東 167,176 22 － 135,891 15,665 15,561 37 
吉林 127,501 66 － 115,297 9,971 2,143 24 
撫順 100,365 18 － 72,453 23,290 4,597 － 
斉斎哈爾 94,676 324 － 86,840 6,924 551 37 
錦州 88,468 10 － 80,831 7,001 624 2 
佳木斯 39,090 40 － 36,828 1,780 438 4 
鞍山 37,556 不明 不明 18,930 17,931 660 不明 
承徳 
（熱河） 
33,694 4 － 29,793 3,233 657 7 
延吉 29,960 11 － 14,275 1,902 13,741 31 
海拉爾 20,111 2,727 261 14,445 2,492 171 15 
黒河 12,407 220 11 10,800 1,232 141 3 
満洲里 6,882 1,316 409 4,131 912 76 38 
合計 2,064,568 34,399 7,312 1,700,295 257,040 62,391 3,089 
出所：『民政部調査月報』民政部総務司資料科、康徳四年、2 巻 5 号、104－105 頁。 
 






























1934 年 12 月現在にハルビンでは外国の総領事館（総領事館・領事館・代表
公館を含めて）の 16 ヶ国が働いていた27。外国資金の銀行も営業していた。 
                                                   






















工業 192、金属工業 53、機械器具工業 99、窯業 147、化学工業 88、食料品 114、
電気業 1）があった30。松江河に作られた港は貿易や造船業を進めさせた。他に、
                                                   
ガル）、和蘭領事館（オランダ）、拉托維亜領事館（ラトビア）、愛斯托尼亜代表公館（エストニア）、利陶宛代表公館（リ
トアニア）、波蘭代表公館（ポーランド）、日本総領事館。 
28 神戸大学経済経営研究所 新聞記事文庫 人種問題(2-113) 大阪時事新報 1934.6.23 (昭和 9)「満洲入国外人 一年
約一万人」題名。この統計には日本人及び朝鮮人が入っていない。1934 年 6 月末、満洲国外交部は 1933 年 5 月～1934
年 6 月の間に 1 年間で満洲国へ入国した外国人数は 7,411 名であった。また、国籍別でみると、1934 年 5 月中の入国
した外国人（767 人）の中に、白系ロシア人（272 人）、米人（108 人）、イギリス人（103 人）、ソ連人（79 人）、
ドイツ人（68 人）、ポーランド人（27 人）、フランス人（27 人）、オランダ人（13 人）、デンマーク人（11 人）、ス
イス人（11 人）、ハンガリー人（9 人）、リストニア人（8 人）、スエーデン人（7 人）、ギリシア人（5 人）、ノール




























                                                   
JACAR C14021108800)。 
31 Вестник Маньчжурии, 1933, № 11(14-15), с.157-163. 1920 年に設立に設立された中東鉄道ハルビン事務局附属
経済課(Экономическое бюро КВЖД)は、北南満洲の地方経済などの事情を研究する目的で（『満州通報 Вестник 
Маньчжурии』）機関誌（月刊）を発行。 































校、学習塾、大学等）約 60 校であった（少数民族学校は別）33。 
ハルビンで発行された人気のある露文のグラフ雑誌「Рубеж ルベージ」（邦訳

















                                                   
33 嶋田道彌『満州国教育史』文教社、大連、1935 年、819～824 頁。 
34 Рубеж 1938, №1.  
35 1920 年代後半以降に多数の失業者が出た原因は、中東鉄道（当時は東支鉄道）の白系ロシア人従業員大量整理
（1924 年 9 月奉ソ協定調印以降）、世界的不況、営業不振、白系ロシア人に対する中国旧政権の不当課税などであった








表 2. ハルビン警察庁各警察別白系ロシア人職業別動態調査表（抜粋）（1936 年） 
     男女別 
職業別 
男 女 計 
農   業 69 19 88 
畜   産 552 245 797 
林   業 24 0 24 
水   産 29 0 29 
鉱   業 4 0 4 
工   業 2,657 1,236 3,893 
商   業 2,181 1,144 3,325 
交  通  業 598 287 885 
官  公  吏 78 1 79 
官公傭員 108 64 172 
軍    人 9 0 9 
法    務 19 1 20 
教    員 254 152 406 
宗    教 82 89 171 
医    業 130 134 264 
文    芸 90 46 136 
自  由  業 473 523 996 
家    務 1,725 5,395 7,120 
差役及工人 1,504 243 1,747 
無及失業 2,442 1,796 4,238 
学   業 2,206 2,419 4,625 
其   他 1,221 3,222 4,443 
計 16,455 17,016 33,471 
出所：『民政部調査月報』民政部総務司資料科、康徳四年、2 巻 6 号、90 頁。 








表 3． ハルビン白系露人事務局加入申込書による独身者及び世帯別表（1935 年 12 月末現在） 
 独身者 世帯者 不明 計 
鉄道従業員 
男 71 562 20 673 
女 10 29 0 39 
計 181 591 20 711 
商工業従業員 
男 347 1,295 5 1,647 
女 144 124 2 321 
計 491 1,419 7 1,968 
其他各種部門 
従  業  員 
男 1,189 3,795 0 4,984 
女 1,474 1,064 49 2,587 
計 2,663 4,859 49 7,571 
就業者計 
男 1,627 5,652 25 7,304 
女 1,628 1,268 51 2,947 
計 3,255 6,920 76 10,251 
無職及失業者 
男 2,067 3,385 0 5,452 
女 3,273 3,536 14 6,823 
計 5,340 6,921 14 12,275 
就職者無職者 
及失業者総計 
男 3,694 9,037 25 12,756 
女 4,901 4,804 65 9,770 
計 8,595 13,841 90 22,526 
出所：『民政部調査月報』民政部総務司資料科、康徳四年、2 巻 6 号、98 頁。 
 
表 4． ハルビン白系露人事務局加入申込書による性別及年齢別表（1935 年 12 月末現在） 
  年齢別 
男女別 
男 女 計 
17 歳以下 128 121 249 
18 歳乃至 21 歳 817 708 1,525 
22 歳乃至 25 歳 936 821 1,752 
26 歳乃至 30 歳 935 937 1,869 
31 歳乃至 35 歳 1,056 1,132 2,188 
36 歳乃至 40 歳 1,753 1,322 3,075 
28 
 
41 歳乃至 45 歳 1,669 1,112 2,781 
46 歳乃至 50 歳 1,448 1,048 2,496 
51 歳乃至 60 歳 2,300 1,267 3,567 
61 歳乃至 65 歳 586 341 927 
66 歳乃至 70 歳 304 136 440 
71 歳乃至 75 歳 132 86 218 
76 歳乃至 80 歳 72 70 142 
81 歳以上 20 27 47 
不明 600 645 1,245 
計 12,756 9,770 22,562 
出所：『民政部調査月報』民政部総務司資料科、康徳四年、2 巻 6 号、99 頁。 
筆者注）女性の合計は 9,710 であるが、資料では 9,770 となっている。 
筆者注）22 歳乃至 25 歳の合計は 1,757 であるが、資料では 1,752 となっている。 
筆者注）26 歳乃至 30 歳の合計は 1,872 であるが、資料では 1,869 となっている。 
筆者注）全体の合計は 22,521 であるが、資料では 22,562 となっている。 
 













動 態 表 
総 計 
20 円以下 47 193 1,398 1,638 
21 円乃至 30 円 276 251 1,290 1,817 
31 円乃至 40 円 86 247 841 1,174 
41 円乃至 50 円 56 194 662 912 
51 円乃至 60 円 72 157 428 657 
61 円乃至 70 円 40 104 202 346 
71 円乃至 80 円 25 124 215 364 
81 円乃至 100 円 35 160 247 442 
101 円乃至 125 円 17 66 74 157 
126 円乃至 150 円 8 74 103 185 
151 円乃至 175 円 6 18 19 43 
176 円乃至 200 円 6 20 38 64 
201 円以上 12 45 72 129 
不    明 26 315 1,982 2,323 
29 
 













出所：『民政部調査月報』民政部総務司資料科、康徳四年、2 巻 6 号、100 頁。 
 
表 6． 在ハルビン現住白系ロシア人の生計状態（抜粋）(1936 年 12 月末) 
  生計費の総計 
       階級 
項目 
労働者 事務員 技術者 
食    費 月平均   25.98 月平均   34.53 月平均   48.97 
炊事用燃料費 同      2.00 同      2.80 同      2.80 
家    賃 同      6.00 同      8.00 同      20.00 
暖  房  費 同      4.45 同      4.45 同      6.20 
灯   火   費 同      1.00 同      2.00 同      3.00 
被   服   費 同      2.00 同      3.00 同      5.00 
衛生及化粧費 同       0.81 同       2.61 同       8.29 
図書及娯楽費 同      1.00 同      1.00 同      3.60 
其 他 雑 費 同      0.56 同      0.51 同      0.94 
煙  草  代 同      1.20 同      1.20 同      1.20 
計 同      45.00 同      60.10 同      100.00 







 表 7 は白系ロシア人の食事文化を紹介する。所得による食生活の差を確認で
きる。 
                                                   




表 7． 在ハルビン現住白系ロシア人の生計状態（1937 年前半現在）（夫婦子供 2 人計 4 人の世帯を対象） 
食          費 
品  名 
労   働   者 事   務   員 技   術   者 
数量 単価 総額 数量 単価 総額 数量 単価 総額 













6 分 6.00 円 

















卵   子 50 個 
10 個に付
25 
1.25 50 本 
10 個に
付 25 




牛   乳 30 本 8 2.40 60 本 8 4.80 60 本 8 4.80 














































































計 － － 25.98 － － 34.53 － － 48.97 
出所：『民政部調査月報』民政部総務司資料科、康徳四年、2 巻 6 号、92－93 頁。 
筆者注）1 フントは現在の単位換算で 0.4095kg である。食品名は資料からの引用である。 
 














民政部はこの貧民住民 6,407 人（1245 戸）の内、国籍別では満人 96％（中東
鉄道敷設・ハルビン建設、工事停止後に苦力・労働者。都市周園で農業。市場の



























                                                   
37 『民政部調査月報』民政部総務司資料科、康徳三年、1 巻 11 号、65、69 頁。 




























































露文「国通信 Кокуцу」、1935 年にハルビンで『露文満洲帝国法令輯覧 第一輯』
（Сборник законов и распоряжений Маньчжу-Ди-Го на русском языке. 
Выпуск первый. Сост.М.Огуси. Харбин 1935）、1937 年 12 月にハルビンでロ
シア語版民法法典、 1938 年にロシア語版の『学校令及学校規程』











― 満洲国行政と白系露人事務局行政：二重行政問題 ― 
 満洲国における白系ロシア人社会研究を行う際、白系露人事務局の活動をよ
けて通ることができない。なぜならば、白系露人事務局は白系ロシア人社会を個

























                                                   
40 Аурилене Е.Е., Потапова И.В. Русские в Маньчжу-Ди-Го: «Эмигрантское правительство», Хабаровск, 
2004. Дубаев М.Л. Бюро по делам российских эмигрантов в Маньчжурии. «Восточнй архив» 2001, №6-7, с.54-
62．生田美智子「白系露人事務局 : ハルビンにおける活動を中心に」『セ―ヴェル』2011 年 3 月、5～20 頁。 中嶋
「満洲国白系露人事務局―1934～35 年」『ロシアと日本』成文社、2010 年。藤原克美「白系露人事務局に経済機能と
財政」『セ―ヴェル』誌、第 25 号、2009 年。アウリレネ・エレナ「満洲の政治システムにおける白系露人事務局―













































































                                                   


































































































































                                                   






















満洲国側 施策・活動・事業 白系露人事務局側 
警察署（1932～45 年） 個別登録 1935 年～45 年 
民政部（1934～45 年） 移民 1935 年～45 年 
民政部・ハルビン市公署（補助金） 
（1932～45 年） 
慈善 1935 年 9 月～ 
協和会露人部（1932～45 年） 情報 1934～45 年 
                                                   
43 Там же. 









ビン鉄道局（1935 年 4 月～） 
鉄道 1935 年 9 月～45 年 
登録 





















各地の税務署（建国後） 事業家 1934 年～登録次第 
・満洲国国通社発行の『国通』1932
年 3 月創刊 
・満鉄資金下の日系露文「ハルビン












































                                                   


























                                                   



































1935 年 3 月のソ連による満洲国への中東鉄道売却（後に北満鉄道に改名）は
在満白系ロシア人の生活への影響は極めて大きかった47。ソ連国籍者（赤系ロシ
ア人）の帰国（21,000 人以上48）によって、ロシア人人口（白系・赤系を含む）






を通じて 1936 年から救済対策の話題となった。 
                                                   









49 生田（2009）、7 頁。「ハルビンのロシア系ビジネスも縮小し、1935～36 年の 1 年間に 481 の商社のうち 16%














日本特務機関により 1934 年 12 月末設立された白系露人事務局はロシア語で
















ロシア人イメージ ―「苦杯」を中心に―」『総研大文化科学研究』 (11), 2015-03、89 頁。 
54 ГАХК.Ф.Р830. Оп.1. Д.1. 
55 『満洲日報』とは、明治 40(1907)年 10 月、星野錫により「満州日日新聞」として大連に創刊された紙である。満
鉄の機関紙的存在であった。昭和 2(1927)年 11 月「遼東新報」を合併して「満州日報」と改題したが、昭和 10(1935)
年 8 月「満州日日新聞」に復題した。昭和 13(1938)年に奉天に本社を移転、奉天・大連の同時発行で大連版は「大連



























                                                   
56 『満州日報』 、1935.3.25-1935.3.31。「接収後に来るもの」という記事題名。 
57 満洲国側、関東軍側の指示でなされたロシア語マスメディアによる対白系ロシア人社会へのイデオロギー的宣伝は、
日本語の資料では用いられない表現や言葉を使用していた。例えば、国籍法がなかったにもかかわらず、白系ロシア人
は「満洲国国籍 подданство Маньчжу-Го」になったという言い回しが何回も新聞に掲載された。 
53 
 
第 2 章 「新学制」導入前の白系ロシア人教育の実態（1933~37 年） 

















究の蓄積があるが、それは 1930 年代よりも 1920 年代を中心にするものが圧倒
的である60。1930 年代期に焦点を当てたのは、嶋田道彌（1935）、内山ヴァルー





多数は 1930 年代末から 1940 年代前半に作成したものである。それは、白系露人事務局の設立と事業開始の時期に理
由があるからである。つまり、1935 年に営業を開始した当事務局は、白系ロシア人社会全体を把握するために、統計
を収集する準備を始めたばかりであった。 





















                                                   
Потапова И. В. Российская эмиграция в Маньчжу-Ди-Го: военно-патриотическое воспитание 
молодежи.//Дальний Восток: наука, образование. ХХI век. IV Крушановские чтения. КнАГПУ. Комсомольск-
на –Амуре, 2005. С. 318-323. Косинова О. А. Национальная идея в содержании образования и воспитания 
российского зарубежья в Китае первой половины ХХ века.//Знание. Понимание. Умение. №1. 2008 С. 98-105. 
Говердовская Л. Ф. Образовательная и научная деятельность русской эмиграции в Китае 20-40-е гг.//Россия и 
АТР. №3. 2006. С.150-160. Еропкина О. Русские и китайские школы на КВЖД. 20-е гг.//Проблемы Дальнего 
Востока. №3. 2001. С. 132-138. Мелихов Г.В.Российская эмиграция в международных отношениях на Дальнем 
Востоке. 1925-1932. М., 2007. 内山ヴァルーエフ紀子「哈爾濱のロシア人学校―初等・中等教育編―」『セーヴェル』
第 9 号、1999 年、1-30 頁。 
61 嶋田道彌『満州国教育史』文教社、大連、1935 年 12 月。内山ヴァルーエフ紀子「哈爾濱のロシア人学校―初等・中
等教育編―」『セーヴェル』第 9 号、1999 年、1-30 頁。Потапова И. В. Русская система образования в Маньчжурии. 



















いた。満洲里 1 校、海拉爾 1 校、牙克石 1 校、博克図 1 校、一面坡 1 校、石頭
河子 1 校、横道河子 1 校、ポグラニーチナヤ（綏芬河）1 校。 
警察署の調査では、白系ロシア人学校は公立学校と私立学校に区分されてい
た。1934 年 1 月現在、ハルビン市内にあった 37 校のうち、13 校は公立小学校
（初等小学校・高等小学校を含む）、16 校は公立中学校で、8 校は私立学校（主
に小学校）であった。 
                                                   
62 外務省外交資料館 外務省記録「在哈赤、白教育機関状況に関する件」昭和九年三月二十九日（1934 年）「16．満洲




















の学生総数 6,335 人のうち 5,572 人がハルビン市の学生であったとことが、在
ハルビン日本総領事館警察署の調査から明らかになる63。 
次に、満洲国民政部総務司資料科が 2 年後の 1935 年 12 月に行った調査を取
り上げる。この調査は同年 3 月に中東鉄道がソ連側から満洲国側へ譲渡された
後、在ハルビン市白系ロシア人とソ連人（ソ連国籍者）の一般動態についてのも
のであった。そこでは、1934 年 1 月現在の日本総領事館警察署の調査結果と異





とが明らかになった。つまり、小学校と中学校数は 29 校まで減り、教員数は 381
人、学生数は 4,601 人（男 2,393 人、女 2,208 人）まで減ったことが明らかにな
った64。 









年 7 月 1 日からはハルビン市公署の管理下に置かれることになった66。ただし、
これ以前にも学校の運営許可や法人事業税等の徴収のため当局は白系ロシア人
学校について大まかには把握をしていたこと補足しておきたい。 





                                                   
64 「北鐵讓渡後に於ける在哈露人一般動態に關する調査」『民政部調査月報』康德四年（1937 年）2 巻 6 号、106-
108 頁。 
65 同上。 
66 ГАХК Ф.830 Оп.2 Д.11 Л.102． 
























                                                   
68 Потапова (2010), с.136. 内山ヴァルーエフ(1999), 19 頁、Мелихов (2007), с.103。ハルビン生まれのメリホフによ
れば、1920 年代後半～1930 年代初頭、ハルビン市に三校の外国人経営学校が活動していたと（ドイツ人経営中学校 1
校、イギリス人経営中学校 2 校）。 
69 Потапова (2010), с.137. 























                                                   
71 同中学校 335 人の学生のうちに授業料無料は 21 名、全額支払いは 118 名、値引きは 118 名。ГАХК. Ф.830. Оп.2. 
Д.16. Л.15. 在ハルビン市白系ロシア人学校での授業料の値引き、授業料の免除を請願した貧困な家庭の学生に関する
白系露人事務局所蔵文書が残っている（1936 年 8 月現在）。ГАХК. Ф.830. Оп.2. Д.16. Л.8-13. 
72 在ハルビン市中学校は専門中学校（実科中学校 училище）と中学校（ギムナジウム гимназия）の 2 つの種類があっ
た。  
73 内山ヴァルーエフ(1999)、20-21 頁。  


























                                                   
76 同上。メリホフによれば、プシキン中学校が合同俄僑中学校（オシポフ校長）と合併したのは 1935 年であるが
（Мелихов 2007:96.）、白系露人事務局所蔵資料によれば、1936 年 7-8 月現在当該学校はまだ他の学校と合併せず、5
～6 千円で売却する同意を示していた（ГАХК. Ф.830. Оп.2. Д.18. Л.131.）。 
77 ГАХК. Ф.830. Оп.2. Д.16. Л.11. 
78 ГАХК. Ф.830. Оп.2. Д.18. Л.172. 








1936 年 8 月付の白系ロシア人の 8 校の私立中学校校長らからハルビン市公署
教育科科長に宛てた報告書に「多数の保護者に財産がないことを考慮に入れれ
ば、学費の支払いは月別に分割払いで支払うことになっている」と記されている
80。この報告書によれば、授業料が 24 ヶ月の分割払いになっていた。 
 さらに、在ハルビン市学校教員の報酬について調べると、それも非常に少なか
ったことが分かる。満洲国民政部による在ハルビン市白系ロシア人動態の調査
によれば、1935 年 12 月現在、市内の市立中学校の教員は月 57 円余（校長は 70










                                                   
80 ГАХК. Ф.830. Оп.2. Д.18. Л.150-151. 





















度（1933 年 7 月 1 日～1934 年 6 月 30 日）市内学校予算に白系ロシア市立・区
立人小・中学校（計 12 校）への補助金は同額予算された84。同年のこの 12 校の
教職員数は 167 人、生徒数は 2,886 人であった。教育庁が支給している補助金
                                                   
82 嶋田(1935)、804 頁。 
83 同上、814～816 頁。 
84 同上、817～818 頁。この補助金の金額をイメージするための 2 例を挙げる。一つ目は、1936 年にハルビン市公署
が支出した総延長 6 ㎞に及ぶ上下水道敷設費は 1,000,000 国幣であった。Харбинское время, 3 марта 1936, 
№71(1551), с.4. 二つ目に 1938 年度のハルビン市公署の予算を取り上げると、予算総額 9,026,000 国幣であった。
Заря, 21 октября 1937, №284. 
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る87。区立中学校での学費（年）は 80 円（1 級）～120 円（3 級）であった88。
私立中学校での学費は学校によって多少異なるが、予備級を除けば、1 級は 100
円～130 円で、7 級 140～200 円であった。学習年数 4 年の私立実業学校の学費
は 100 円～231 円であった89。  
在ハルビン市白系ロシア人教育機関は 1935 年 7 月 1 日までに、ハルビン市
公署（当時は哈爾濱特別市公署）へ補助金を申請し、補助金を受けていた90。 
                                                   
85 同上、816 頁。補助金 168,514 国幣を生徒数 2,886 人で割ると生徒一人当たり約 58 国幣になる。 
86 同上、807 頁。その一方、鉄道沿線にある私立中学校（7 校：横道河子、一面坡、博克図、海拉爾、牙克石、綏芬河、
満洲里）に教育庁が毎年補助金を支給していた。814～816 頁。 
87 初等小学校の多くは区立学校で、1 級から 3 級までの学修年限 3 年であった。卒業後、区立高等小学校（学習年限 4
年）か、中学校に進学する。私立学校の学習年限は 7 年で、私立実業学校 3～4 年であった。私立中学校によって予備級
（1 年）も設けられ、学習年限は合計 8 年になった。つまり、次の修学課程が考えられる。①区立初等小学校（3 年）→
私立中学校（7 年）。②区立初等小学校（3 年）→区立高等小学校（4 年）→ 1) 区立中学校（3 年）、2) 私立実業学校（3
～4 年）。 
88 区立初等小学校での学費は 15 円で、高等小学校では 10 円であった。級によって変わらなかった。 
89 嶋田(1935)、808～813 頁。 







第一哈爾濱俄僑實科中學校  国幣    九〇〇圓 
第一哈爾濱俄僑商業學校   同     三〇〇圓 
俄房敎養院         同   一、二〇〇圓 
哈爾濱徒弟講習會      同     六〇〇圓 
俄僑聾啞學校        同     七二〇圓 
正陽河俄僑小學校      同      四五圓 
計六校           同   三、七六五圓 
 
民政部による調査によれば、ハルビン市による白系ロシア人市立小学校（高等
小学校を含む）9 校への補助金を年 54,000 円（1934 年度：1934 年 7 月 1 日～
35 年 6 月 30 日）（月 4,500 円）であった91。 
さらに、旧北満特区による白系ロシア人私立学校 6 校への補助金は年 3,765
円（1934 年度）であったと調査報告で示されている。 





した。上記のように、1933 年度の支給額は 196,585 国幣であったが、1934 年
                                                   
91 『民政部調査月報』康德四年、2 巻 6 号、111 頁。 
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度には 54,000 国幣へと 72％強も減額された。 
 白系ロシア人学校は補助金に依存していたため、運営が厳しくなったと考え
る。  
1935 年 7 月 1 日以降に政府からの補助金支給がさらに変化し、申請した学校
が補助金を受けるか否かは白系露人事務局による推薦によりハルビン市公署が







 1936 年 11 月下旬に政府からの補助金の分配を担当していた第 4 課（財政課）
の課長は第 2 課（情報課）課長と共に局長に「80,000 円の補助金の分配計画」
を提出した。この補助金の金額が 1 年分のものであり、そのうちに白系ロシア







                                                   
92 ГАХК. Ф.830. Оп.2. Д.11. Л.102.  
93 ГАХК. Ф.830. Оп.2. Д.16. Л.157-160. 
94 計画書に同事務局所属学校へ 10,000 円、市郊外の学校へ 3,000 円、青少年のスポーツ発展へ 1,200 円、教材出版の























                                                   
95 防衛省防衛研究所 陸軍省大日記「満洲国協和会主催白系露人三河カザツク協和青年団訪日視察ニ関スル件」昭和






























表 1. 在ハルビン市白系ロシア人小学校・中学校（1935 年 12 月末現在） 




學   徒   數 
月  謝 現 校 長 名 備      考 
男 女 計 
第一市立俄僑小
學校 




         
                                                   









         
第三市立俄僑小
學校 




         
新安埠市立俄僑
小學校 




         
香坊市立俄僑小
學校 
同 5 39 44 83 同 イ、エム、ガモフ  
         
香坊市立俄僑小
學校 




         
懶漢屯市立俄僑
小學校 




         
面包街市立俄僑
小學校 




         
平民船場市立俄
僑小學校 
同 ❘ 48 38 86 同 ルーキン  
         
平民船場公立高
等小学校 




         
俄房敎養院 同 9 100 ❘ 100 
月額自 5 圓 






         
沙屯私立俄僑小
學校 
同 8 30 38 68 
月額 3 圓乃




         
西八雜市私立俄
僑小學校 
敎 會 6 46 32 78 
月額 5 角－
乃至 1 圓 
祭司長ペテリン  
         
莫斯科兵營私立
俄僑小學校 




         
正陽河私立俄僑
私立小學校 




         
道裡私立俄僑小
學校 
個 人 4 27 27 54 
年額 80 圓





         
新市街私立俄僑
小學校 
同 4 23 19 42 
年額 56 圓





         
第一私立俄僑中
學校 





         
露人事務局附屬
中學校 






         
第一哈爾濱俄僑
實科中學校 







         
馬家溝私立俄僑
實科中學校 






半額  三七名 
         
第一俄僑市立商
業學校 





免除  一三名 
半額  七七名 
















         
トストヱフスキ
中學校 





免除  二七名 
半額  三五名 
         
哈爾濱俄僑私立
中學校 




免除   七名 
半額  六六名 
         




免除   五名 
半額  七八名 
         




免除  一二名 
半額  七二名 
         




         














（начальная повышенная школа）、中学校（＝ギムナジウム гимназия）、実
科中学校（реальное училище）であった97。 
ウリヤノワによれば、小学校と高等小学校の相違は、修業年限と義務的科目数
にあった。小学校は経営者によって 2～4 年制であり、高等小学校は 5～6 年制
であった。後者は職業者、事務員、町人階層の子供向けであったので、小学校で
教授されていない科目が多かった。 
在ハルビン日本総領事館警察署が 1934 年 1 月に実施した在満ロシア人系学
校の調査によれば、在ハルビン市白系ロシア人小等学校と高等小学校では修業
                                                   
97 Ульянова Г.Н. Образование и просвещение. Печать. Монография. М., 2002. С.580-595. 
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附属学校（ギムナジウム）は 1936 年現在に 7 年制であったことが分かる101。在
ハルビン白系ロシア人学校は進学しやすくするために、ハルビン市の学校での
修業年限が一元化されていたことが考えられる。すなわち、修業年限は基本的に





                                                   
98 外務省外交資料館 外務省記録「在哈赤、白教育機関状況に関する件」昭和九年三月二十九日（1934 年）（アジ歴資
料センター JACAR B04012196300）。 
99 Ульянова (2002), 591-592. 義務的外国語科目にはラテン語、フランス語、ドイツ語、教会スラブ語であった。 
100 「在哈赤、白教育機関状況に関する件」昭和九年三月二十九日。 












1935 年現在に白系ロシア人学校での新学年が 8 月 9 日から始まり、翌年の 6 月
21 日に終了した。全年の授業日は約 175 日間であり、休暇日は合計で 161 日間
であった。夏休暇は 50 日間続き、冬休暇は 20 日間（12 月 31 日～1 月 20 日）











                                                   
102 嶋田（1935）、834~835 頁。 
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表 2. 白系ロシア人学校の 1 年間の休暇日（1935 年現在） 
日  期 假  期  別 日  數 備考 
8 月 19 日 
   28 日 
9 月 11 日 
   12 日 
   21 日 
   27 日 
10 月 9 日 
    14 日 
11 月 4 日 
12 月 4 日 


































11 月 31 日～ 
1 月 20 日 
寒假 20 日 
内有繼名節 1 日、 
僑舊歴年 1 日、 
藉耶降生節 2 日、 
領喜節 2 日 
2 月 25 日 
4 月 7 日 








4 月 25 日～ 
5 月 9 日 
巴斯哈節 14 日 作爲春節 
5 月 22 日 












6 月 21 日～ 
8 月 9 日 
暑假 50 日 
暑假 56 日茲擬減去 6日俾
合寒暑假 70 日之規定 
陰暦正月 13 日 
3 月 1 日 
春秋上丁日 
春秋上戊日 





























 小学校と中学校で教授されていた科目と授業時間数は表 3 に示されている。 
 
表 3．初等小学校・高等小学校・中学校の科目と週授業時間数104 
初等小学校 高等小学校 中学校 
科目 週時間数 科目 週時間数 科目 週時間数 
「神学」 



















































































                                                   
103 Мелихов (2007), с.109.  
104 学級によって週授業時間数が異なった。 



























































































「 東 方 地
理」 
「 経 済 地
理」 
「 政 治 経
済」 
「天文学」 






























は、1936 年 9 月 4 日に事務局第 2 部長から局長に宛てたものである。この中に
当該中学校の科目、その教師の学歴が記されている（表 5）106。 
 
                                                   
106 ГАХК. Ф.830. Оп.2. Д.16. Л.20-21. 
75 
 








































成績証明書は 1933 年 6 月 19 日付に北満特別区公署教育処長染禹襄名で発行さ
れたものである。表 6 にその科目を文学系と精密科学系などの 2 つに区分した
109。 
                                                   
107 この資料に「満語」はロシア語で маньчжурский язык として記されている。中国語のことを指す。 
108 Мелихов (2007), с.107-108.  
109 ГАХК Ф.830 Оп.1 Д.27 Л.70.この証明書の 1942 年 4 月 10 日付のコピーが ГАХК に在残している。北満特別区は






















































   わが祖國の天産は無盡藏である。繁茂せる有用林。豐富なる鑛産、貴金屬
及寶玉を抱藏する山々、大小の支流を有する大河、美くしき牧場及び平野、
あらゆる野獸、鳥類、魚類も多い。 
   ロシヤには種々な種族が住んでゐるが、中でも主たる者―ロシヤの主人
―はロシヤ人である。 








                                                   

























                                                   
111 同上、833 頁。 






















止された」（1918 年憲法第 9 条）。「そして、その後の迫害に伴い、神学校と神学
大学は、次々と閉鎖に追い込まれていった」。「このような情勢をふまえて、・・・
ロシア人ディアスポラによるロシア正教会の維持を、在外ロシア正教会の課題
                                                   


























                                                   
114 近藤（2010）、223 頁。 
115 近藤（2010）、16 頁。 





重要な祝日（1 月 7 日のクリスマス、春のイースターなど）を厳かに祝ってい
た。特に、白系ロシア人人口の多いハルビンでは、その祝日にはロシア人街や松













































                                                   
117 Харбинское время, №342(1822) 19 декабря 1936, с.5. Гунбао, №3319 1 марта 1937, с.6. Гунбао, №3323 6 














Энциклопедический словарь Брокгауза и Ефрона』である119。それによれ
ば、 









れた。神学の教授は司祭だけしかできないという規則は、第 6 回の第 3 コンス
タンティノポリス公会議（680 年～681 年）での決定により規定されたものであ
                                                   
118 Ульянова (2002), с.580-595. 


























                                                   
120 帝政ロシア時代の教育制度について Ульянова Г.Н. Образование и Просвещение. Печать. Россия в начале ХХ 
века. М. 2002；帝政ロシア時代の教会経営学校について Гизей Ю.Ю. Законодательное регулирование 
деятельности церковных школ в России в 1884-1917 гг. // Право и образование, 1/2006, С. 165-178; 1920～40
年代の満洲での教会と学校との関係について Потапова И.В. Церковь и русская школа в Маньчжурии в 20-40-е 
гг. ХХ в. Актуальные проблемы исследования истории КВЖД и российской эмиграции в Китае. –Хабаровск 
ДВГГУ, 2008. С. 129-135. 
























が付いた。   
確かにロシア文学史の教科書は 1919 年発行であり、代数学の教科書は
                                                   
122 ГАХК．Ф.830. Оп.1. Д.70. Л.126. 
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1896 年の発行、化学の教科書は 1920 年の発行、ロシア史の教科書は 1920
年発行、世界古代・中世・近代歴史教科書は 1919 年発行である。 
   新しい教科書の発行は絶対に必要である。 
 















 内山ヴァルーエフは 1920～1930 年代前半における白系ロシア人教育につい
て、 
  
                                                   
123 嶋田（1935）、825 頁。 
124 Потапова (2005). Косинова (2008)．内山ヴァルーエフ (1999)。 
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校はロシア語（週 6 時間）、中国語として「満洲国文」（週 3～4 時間）、英語（週
3 時間）が教授されていた。区立白系ロシア人中学校はロシア語（週 4～5 時間）、
                                                   
125 内山ヴァルーエフ（1999）、17-18 頁。 
126 嶋田（1935）、827～830 頁。 
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「満洲国文」（週 2～3 時間）、英語（5～6 時間）が教えられた。白系ロシア人中
学校への日本語学習の導入ブームは 1935 年ごろから始まった。どのような教科
書が使用されたのかを確認できる。 




















                                                   


























                                                   























































年 300 元 
哈爾浜第一音楽学
校 
7 年 6 1921 68 人 13 人 夜 年 180 元 
哈爾浜商業学校 不定 12 1930 155 15 人 昼 年 36 元～
                                                   
129 嶋田（1935）、820～824 頁。 
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不定 1 1933 7 人 2 人 
昼
夜 






































































































































不定 3 1928 
200
人 




















4 年 4 1925 
140
人 
10 人 夜 年 180 元 
青年会英文専門学
校 
3 年 2 1929 57 人 10 人 夜 年 220 元 
第一俄僑商務学校 7 年 10 1921 
300
人 
30 人 昼 

































表 8. 職業別学校（1933 年末現在） 
地位 種類 学校数 総生徒数 教育費（月・哈
洋） 
1 位 商業： 4 校 665 人 15 元 
2 位 簿記・会計 6 校 560 人 10～30 元 
3 位 医歯薬 3 校 312 人 20～37 元 
4 位 外国語 5 校 246 人 5～12 元 
5 位 音楽 4 校 234 人 6～10 元 




209 人 15～20 元 
7 位 工業 2 校 206 人 20～25 元 
8 位 被服・家事 4 校 116 人 8～25 元 
9 位 療術 2 校 44 人 8～10 元 
 
上記の表から明らかになったように一番人気のある職業学校では（第 1 位～








レ ー 舞 踊 の 場 合 ）、「 実 科 学 校 реальное училище 」・「 職 業 学 校
Профессиональная школа」「講座 Курсы」と名付けられていた。 
また、音楽学校は 3 校、舞踊伝習所（バレー）1 校の存在は、大都会ハルビン
に数多く存在する娯楽施設（ホテル・レストランなど）で、音楽家またダンサー





 生徒数でみると、1933 年末現在、合計で 2,594 人であった。性別また、年齢
別に各伝習所の資料は手元にないため、確認することが難しい。 
 他に、白系ロシア人の特殊学校が 1 校あった。それは私立学校で、男子のみを
対象にしたロシア水産学校(Харбинское речное училище)（1932 年設立）であ








                                                   
































ア人薬剤師（1936 年現在、薬剤師 192 人 Заря, №328 4 декабря 1937, с.5.）は民政部により実施された薬剤師試験を
（ロシア語）を受け、薬剤師資格を再度確認して、経営を続けられた。ГАХК.Ф830.Оп.1.Д.34Л.201. 



























































から補助金を年 27,715 元受けていた140（内に 3,000 元は附属中学校用）。1929
年以降に区教育庁の管理に置かれ、「官立」となった。1934 年に満洲国当局はこ
の教育大学を「国立」として承認した。1936 年現在、白系ロシア人系教職員数






設立（1920 年設立元高等経済法科学校）。1929 年 1 月まで「私立大学」であっ
た。「法律学科」（3 年制）、「経済学科」（経済・商業・鉄道科）（3 年制）、「東洋










                                                   
140 Там же． 
141 中嶋毅（2004）、65 頁。 
142 『民政部調査月報』康德四年、2 巻 6 号、110 頁。 
143 Потапова (2010), с.140. 






存続問題が激化した。1935 年 12 月から東洋学科に限らず全科が日本語学習を




現在、教職員数 24 名（設立時点では 50 名）、在学生数 130 名であった。1937











                                                   
145 Потапова (2010), с.139-140. 
146 中嶋毅「ハルビン法科大学小史（1920～1937）（上）―中国在住ロシア人の知的空間」『思想』第 952 号（2003 年
8 月）、159 頁。 
147 Харбинское время, №63(1543) 8 марта 1936, с.11. 
148 中嶋毅（2004）、69 頁。 




分割払い可能で、年 250 国幣（１年目）～265 国幣（2～3 年目）であった151。
しかし、満洲国当局により政治的要因の下でキリスト教青年会立北満工業大学





聖ウラジーミル学院は 1934 年秋に設立された。4 年制であった。ハルビン司
教区の主教メレーティが学院長となった。この高等教育機関は設立から日系顧
問ナカムラがつけられた。民政部の管理下に置かれた。「神学部」、「工学部」、「東









                                                   
150 同様。 
151 Рубеж, 1934, № 31. 
152 ГАХК.Ф.830.Оп.2.Д.11.Л.77. 
153 Потапова (2010), с.142. 
154 Харбинское время, №144(1624) 2 июня 1936, с.5. 
155 中嶋毅（2004）、70 頁。 























国幣）ため、学生が移転希望を表した159。ハルビン工業大学は 1936 年 3 月から
1 年生以上の白系ロシア人を受け入れる報告を「ハルビンスコエ・ウレーミヤ」
                                                   
157 Потапова (2010), с.143. 
158 ГАХК.Ф.830.Оп.1.Д.4.Л.143-144. 






















業へ提供していた164。1936 年現在、教職員数 22 名、在学生数 125 名であった。 
 




163 Харбинское время, №47(1527) 20 февраля1936, с.5. 








交通部は 3 年制（定員 50 名）で、技術部は 4 年制（定員 40 名）で、日本語部
1 年制（定員 60 名）であった165。日系教員 10 名、白系ロシア人教員 5 名。全
寮制で、教材・制服が無料提供され、奨学金もあった。1936～41 年年間の白系
ロシア人卒業者 500 名まで達した。 
 
2.6 白系露人事務局設立商科大学 











                                                   
165 Потапова (2010), с.144. 
166 ГАРФ. Ф.5851. оп.1. Д.6 Л.17об. 在ハルビン白系ロシア人中学校校長特別会について第 3 章を参考。 
























1937 年 10 月、満洲国当局は白系ロシア人小・中学校の校舎問題を次のよう
                                                   
























し、1 年半前の 1936 年 10 月 3 日付の新聞報道によれば、市公署は白系ロシア
人小学校の新しい建物を建築する予定を発表し、そのために 200,000 国幣も予
                                                   
170 Заря, №129 18 мая 1938, с.5. 
171 Там же. 


























                                                   
173 Харбинское время, №267(1747) 3 октября 1936, с.5. 





























第 3 章 「新学制」導入と白系ロシア人教育（1936～45 年） 
       ―満洲国の教育政策の右往左往― 
 











































                                                   




載。『學校令及學校規程』という史料は漢語・日本語版だけでなく、ロシア語版も 1938 年 7 月に出版され、前者は日本
の図書館、後者はロシアのハバロフスク州国家文書館に残在している。ロシア語版の名称は、Законоположения и 
































































 上記の諸法令に基づく新しい教育制度の設置は「學事通則」と同様に 1938 年






























































                                                   


































































































































変化しており、（第 1 期：1931 年 9 月満洲事変～1937 年 7 月日中戦争勃発；第 2 期：1937 年 7 月～1941 年 12 月太平









～41 年）と、後期（1941～45 年）にした。さらに、後期の中では、第 1 期（「新

















                                                   































                                                   
191 「『満洲国』教育史研究会」とは、1991 年から設立されたものである。本研究会の編集下では 1993 年に「満洲・
満洲国」教育資料集成（エムティ出版）というシリーズが出版され、全 23 巻 になっている。その他、日本植民地教育
史研究会は 1997 年に発足し、1998 年から 2008 年にかけて『植民地教育史研究年報』全 11 号巻を出版し、その中で
「満洲国」教育政策の研究が入っている。 
192 満洲国教育史、また在満諸民族に対する教育政策の研究：『「大東亜戦争」期における日本植民地・占領地教育の総
合的研究』平成 10・11・12 年度科学研究費補助金研究成果報告書（平成 13 年 3 月）。「新学制」実施以降の蒙古人に
対する日本語教育政策の研究展開したのは：于逢春（2001）「『満洲国』の蒙古族に対する日本語教育に関する考察」
『広島大学大学院教育学研究科紀要. 第三部, 教育人間科学関連領域』第 3 部第 50 号（2001 年）、197～204 頁。 
193 大森直樹・金美花・張亜東（1994）「中国人が語る『満洲国」』教育の実態―元吉林師道大学学生：王野平氏へのイ
ンタビュー記録―」『東京学芸大学 教育科学』第 1 部第 45 号（1994 年 3 月）、47～61 頁。張華峰、駒込武（1999
年）「『満洲国』統治下における中国東北地域の教育―本渓県におけるインタビュー調査を中心にして―」『お茶の水女子







和国の成立 30 周年記念祭の準備の一環として、1970 年代末から共同研究が開
始され、その結果、1980 年に姜念東著編の『偽滿洲国史』が出版されることに
なった195。著者らによれば、日本植民地主義者が 1931 年から開始した「奴化教














                                                   
195 姜念東、伊文成、解学詩、呂元明、張輔麟『偽满洲国史』 [長春] : 吉林人民出版社、1980 年、449～456 頁。同諸著
『偽满洲国史』大連 : 大連出版社、1991。  
196 この研究について言えば、その内容は「偽」満洲国の歴史の記述とされた。その著者らは、「偽満洲国」における日
本植民地主義者の支配下での教育政策を 2 つの段階に分けた。第 1 段階、1931 から 1937 年まで続いた。その特徴は植
民地主義的な教育思想に基づいた教育として分析された。その時、日本側による中国の従来の教育制度（その内容と教
材）は排除され、その代わり、日本式の教育が設置された。著者らによれば、1937 年現在に中国伝統的な民族教育は殆
んど残在しなくなった。第 2 段階：1937－45 年、「新学制」下の教育であったとされた。「新学制」が制定した「国民学
校」という学校の名称は中国本土の研究者らは、「“”」を付け、“国民学校”と記述する。つまり、「“国民”」 
197 『伪满洲国史』（1980）によれば、「“国民道徳”」は 1942 年から「“建国精神”」という科目に変更。 
198 『伪满洲国史』（1980）によれば、中国本土での「新学制」下の教育制度は、日本国内の学制度と同様なものになっ



























                                                   
200 解学诗（1995）『伪满洲国史新编』北京:人民出版社 1995 年。解学诗（2008）『伪满洲国史新编(修订本)』第 2 版 北
京:人民出版社（「新学制」について叙述の内容は同様である）。著者によれば、1934 年から日本帝国主義が開始した教育
政策は「治安第一主義」のスローガンであったため、教育問題は副次的なものであったから、中国人の従来の教育体制
























                                                   
201 小沢有作（2001）「植民地教育認識再考―日本教育問題としての植民地教育問題」『「大東亜戦争」期における日本植
民地・占領地教育の総合的研究』平成 10・11・12 年度科学研究費補助金研究成果報告書（平成 13 年 3 月）、83～113
頁。 
202 渡部宗助・竹内憲一編『教育における民族的相克 日本植民地教育史論Ⅰ』東方書店 2000 年。于逢春（2001）「『満
洲国』の蒙古族に対する日本語教育に関する考察」『広島大学大学院教育学研究科紀要. 第三部, 教育人間科学関連領域』




























                                                   
205 『満洲国 総論』、1970、588 頁。『満洲国史 各論』、1971、1245～1247 頁。 

























 1935 年 12 月末に満洲国民政部総務司資料科が在ハルビン市白系ロシア人の
                                                   
207 その他、在新京、済々哈爾、海拉爾、満州里各総領事、関東軍参謀長、関東軍憲兵隊司令官、在哈爾賓特務機関長、
哈爾賓憲兵隊長、軍政部顧問処多田少将などへ送られた。 


























とを目的として 1935 年 12 月に教育方針を改組することは当然のことと民政部


























                                                   
210 РГВА. Ф.308. Оп.3. Д.456. Харбинское время, № 330 (2163 ), 7 декабря 1937. 
211 Там же. 








 つまり、民政部が 1935 年 12 月に示した白系ロシア人青年の問題（就職、麻
















                                                   
213 ГАХК．Ф.830. Оп.2. Д.16. Л.187. 





















スコエ・ウレーミャ」紙を通じて 1937 年 12 月末に白系ロシア人社会に「新学
制」実施の必要性を告知していくこととなった。 
 新国家の満洲国にとって白系ロシア人教育の保続の必要性はなかった。その
                                                   
215 ハルビン市は、1932 年 8 月 17 日から「特別市」に布かれ、「哈爾濱特別市」と名称がつけられた。「満洲国」の市
制によれば、特別市は公法人として直接国の監督を受け、省の行政範囲外にあった。『滿洲國現勢 康德四年』（1937
年）、38 頁。 





















満洲国民生部は 1938 年 1 月 1 日から「新学制」を実施することによって、在
住諸民族の学校（外国人経営学校以外）における修業年限、学年制度、カリキュ
ラムの統一をはかろうとした。 
『学校令及学校規定』によれば、1937 年 11 月 5 日に満洲国民生部訓令第 68
号「学事通則」の追加「亡命者の教育施設における学校教育制度に関する定義」
が規定された217。ここでは、『学校令及学校規程』の「学校要項」と「亡命者の
                                                   







『学校令及学校規程』に盛り込まれている原則は以下の 5 つ点であった。 
1.「中等・高等教育機関での男女共学は原則的に認めないことにする。例外は
適当な行政機関による認可を得る。」と制定された。満洲国国民を育成するため
に「国民学校 Народная школа」、「国民優級学校 Повышенная народная 
школа」、男女別教育を実施する「国民高等学校 Высшая народная школа」











「国民道徳 Гражданская мораль」科から成る「国民科 Народные знания」
を各「国民学校」へ導入する。 
                                                   
218 休暇について言えば、15 日間の夏休みと 20 日間の冬休みは夏冬休み合わせて 60 日間、つまり 10 日間短くなった。
その他、日曜日の休暇を除けば、『学校令及学校規』が制定した祭日の中では、満洲国の「節祀日」、法定休日、開校記
念日、卒業日、入学日は合計で 22 日間になったが、既存の 39 日間のロシア正教の祭日は『学校令及学校規程』では一

























                                                   
219 その他、「国語」として満語（中国語）及びモンゴル語が制定された。 
220 「国民学校」における「国語」授業時間数の割合は次のように制定された。「国民学校」にて日本語：週 6～8 時間、
ロシア語：週 7～9 時間。「国民優級学校」にて日本語とロシア語はそれぞれ 8 時間。「国民高等学校」及び「女子国民高




















 1936 年 10 月から 12 月末にかけて、白系ロシア人学校中学校校長特別会議は
                                                   
221 記録書によれば会議に出席したのは、アナスタシエフ校長とオクサコフスキ（ロシア人女子学校及び同実科中学校、
Объединённая гимназия им. М.А.Оксаковской）、ベリャエフ校長とポノマリョフ（第一ハルビンロシア人実科中学
校、1-е Русское реальное училище）、ムハチョフ校長（第一ロシア人公共商業学校、Общественное коммерческое 
училище）、ツベトコフ校長（白系露人事務局附属公共学校及男子実業学校、Общественная гимназия БРЭМ и 
Мужское реальное училище）、ドリズリ校長とラヴォシニコフ（ハルビンロシア人私立中学校、Гимназия им. 
Я.А.Дризуля）、ノスコフ校長（プーシキン中学校、Гимназия им. А.С.Пушкина）、シェルバコフ校長（馬家溝私立ロ
シア人実科中学校、Общественное реальное училище Модяговского прихода）、オシポフ校長（合同ロシア人中学
校、Объединённая гимназия）、カリャミン（白系露人事務局の代表者）であった。ГАРФ. Ф.5851. Оп.1. Д.6. Л.10-
11；Ф.5851. Оп.1. Д.6. Л.10-11；ГАХК. Ф.830. Оп.2. Д.18. Л.150-151. ГАРФ. Ф.5851. Оп.1. Д.6. Л.10-11. ГАРФ. 
Ф.5851. Оп.1. Д.6. Л.5-6об. 














12 月 16 日の白系露人事務局幹部会の会議では、「文教部の要求に従って校長
らが作成した休暇日・祝日予定表の中では 3日間の休日を削減することにする」








                                                   
223 休暇日の立案を担当していたのは第一ハルビンロシア人実科中学校ベリャエフ校長（Директор 1-го Русского 
реального училища Б.Д.Беляев）。Харбинское время, №320(1800), 27 ноября 1936, с.6；Газета Харбинское 
время, №325(1805), 2 декабря 1936, с.5；Гунбао, №3250, 16 декабря 1936, с.5. 
224その三日間の休日とは、五月二十二日の聖ニコライの聖骸の移動の記念日、九月十一日先授イオアンの斬首、十一月
四日聖生神女カザンのイコンの日であった。ГАХК. Ф.830.Оп.2. Д.16. Л.207-208. 
225 ГАРФ. Ф.5851. оп.1. Д.6 Л.1. 
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告書が作成された 1937 年 5 月 14 日の時点ではハルビンの白系ロシア人学校に
おける教育の変化は学年制度に関するのみに限定されていたものと思われる。


















庁文教科後藤春吉科長の元を訪れ、質問をした。後藤の説明は翌 11 月 18 日付
                                                   












した229。同年 11 月 26 日に日系官吏は、「ロシアのエミグラントは自らを満洲国
の客だと考えてはならない〔筆者： «Русская эмиграция не должна 











                                                   
228 Там же. 
229 Там же. 


























                                                   

























                                                   
232 Там же. 

























                                                   
234 Харбинское время, №311(2144), 18 ноября 1937. 




























あった唯一のソ連の経営する中学校は、1935 年 10 月 31 日に臨時的な私立学校として当局から開校許可を取得し、浜
江省民生庁の管理下に置かれた。しかし、1938 年 5 月 10 日に満洲国民生部からの指令により閉鎖させられた。その理































                                                   




















































                                                   























（Димитрий）は 1937 年 6 月 2 日刊の「ザリャ」紙のインタビューに対し、
「神学」科が義務的科目でなければならない理由を次のように述べた242。 
                                                   
240 Там же. 
241 Гунбао, №3411 1 июня 1937, с.5. 


























                                                   


















1937 年 11 月 5 日に満洲国民生部大臣は白系ロシア人の学校に関する「学校





                                                   
244 Гунбао, №3409 4 июня 1937, с. 5. Гунбао, №3406 6 июня 1937, с.5. 
245 Гунбао, №3411 1 июня 1937, с.5. 
246 白系ロシア人の学校に関する「学校教育要綱」は翌年 7 月にロシア語版の『学校令及学校規程』として公布された。
316-318 頁。  

























                                                   
248 『学校令及学校規程』、民生部教育司、康徳四年、60 頁。 
249 Газета Харбинское время, №310 (2143) 17 ноября 1937, с.5. 

























                                                   
251 Там же. 
252 Харбинское время, №330 (2163) 7 декабря 1937, с.5.  

























                                                   
254 Там же. 
255 Харбинское время, №12 (1492) 16 января 1936, с.7.   

























                                                   
257 ГАХК. Ф.830. Оп.1. Д.40. Л.70.それは在ハルビンロシア正教管区理事会長フィロロゴフ(Филологов М.)の要請で





















れは 1890 年（明治 23 年）に明治天皇が発布した教育勅語（近代天皇制国
家を支える臣民〔国民〕道徳の涵養を旨とする勅語―引用者）であった。ま
た、成人の教育に使われていたのは、1882 年（明治 15 年）に発布された、
軍隊を「天皇の軍隊」と規定した軍人勅諭であった。 
 
                                                   









(лозунги для возвышения иделов основания Маньчжу-Ди-Го)を作成するコ
ンクールの実施や260、「我々白系ロシア人は王道主義に従うことができるのか―
道徳に関する王道主義とキリスト教道徳との間の相似点 Можем-ли мы, 
Русские эмигранты, следовать принципам «Ван-Дао»? Сходные черты 
«Ван-Дао» и христианства в вопросах морали」というテーマのロシア語作文
コンクールの実施であった261。 
                                                   
259 1936 年 9 月 18 日付の関東軍司令官植田謙吉による声明によれば「協和會ハ滿洲建國ト共ニ生レ國家機構トシテ定
メタル團體ニシテ、建國精神ヲ無窮ニ護持シ國民ヲ訓練シ其ノ理想ヲ實現スヘキ唯一ノ思想的・敎化的・政治的實踐
組織體ナリ」。『協和会の概貌』満洲帝国協和会編。 
260 Харбинское время, №235(1715) 1 сентября 1936, с.5. 新聞に掲載された論文によると、ロシア語部門には 1817
点の応募があったが、4 位に入賞し、5 国幣を授与されたのみであった。中国語と日本語、朝鮮語、ロシア語部門全部
では 20195 点の応募があった。1 位から 3 位まではそれぞれ、50 国幣、30 国幣、10 国幣が授与された。ロシア語部
門で褒賞されたスローガンは次のとおり。1 位： «Лишь Ван Дао – сердце Азии Мир страдающий спасет»（アジ
アの心である王道主義のみが苦しむ世界を救う）, 2 位： «Ниппон и Маньчжу-Ди-Го – оплот порядка в Восточной 
Азии»（日本と満洲国は東アジアにおける秩序の基盤）, 3 位： «Азия – для азиатов»（アジアはアジア人のために）, 
4 位： «Свет Ван Дао – свет Правосудия»（王道主義の光は正義の光）, 5 位：«Дружба Маньчжу-Ди-Го с Ниппон 
– залог благоденствия народов его населяющих»（満洲国と日本との友情は住民の幸福な暮らしの礎）. Харбинское 
время, №238(1718) 4 сентября 1936, с.6. 




いるドストエフスキー中学校卒業証明書のコピーによれば、1933 年に「東洋学」が教えられていた。 ГАХК. Ф.830. 
Оп.1. Д.27. Л.70.さらに、同学校の 1935 年作成の学生証明書兼学習簿の中には成績表欄の他に、「ロシア人の教訓」
































                                                   

























                                                   
263 Заря, №238 5 сентября 1937, с.8.  


























                                                   
























1936 年 4 月 12 日に、掌院ワシリイ（Василий）は祝辞などを掲載した「ハル
ビンスコエ・ヴレーミヤ」紙の特集号で、 
                                                   
























する。1936 年版修道院長フィラレト編の『神学補足教科書』第 20 章に 
                                                   
267 Харбинское время, №97(1577) 12 апреля 1936, с.8.  

























                                                   
269 Игумен Филарет. Конспект по Закону Божьему (По кн. «Христианская Жизнь» прот. Н. Вознесенского) 


















































1937 年 11 月 5 日に「亡命者の教育施設における学校教育制度に関する定義」
が公布されるまでに、露文紙の中で「新学制」導入関連の記事は非常に少ないが、
同年 11 月後半から 12 月前半までに特に「ハルビンスコエ・ウレーミヤ」紙は
162 
 
少なくとも 5 回大きな記事を掲載した。 
1937 年 11 月 17 日、「ハルビンスコエ・ウレーミヤ」紙の記者は、浜江省民
生庁文教科後藤春吉科長の執務室を尋ね、「新学制」導入の経過について質問し
た。このインタビュの題名は「日本人、ロシア人、満人、朝鮮人、モンゴル人が
同じ学校で席を並べる〔筆者：«Ниппонцы, Русские, Маньчжуры, Корейцы 




ることはできない。改革は来年の 1 月 1 日から始まるが、四年後に完全に実
施する、つまり 1942 年度学年までに実施できる。来年 1 月 1 日からロシア











                                                   
270 原稿ではハルビンの白系ロシア人学校はロシア学校と記述されているが、本稿では白系ロシア人学校と訳した。


























                                                   













































 白系ロシア人学校において国語としての日本語義務的教育は 1938 年から如
何に実施されていたかについて以下に検討する。 
 
                                                   
272 同上。 
273 白系ロシア人学校用の教科書問題は、1940 年に白系露人事務局に取り上げられた。1940 年 5 月 4 日に同事務局長
は在ハルビン日本特務機関宛「ロシアの亡命者の子供向けの教科書の件」を送った。同事務局長は、「ハルビン特務公署
行政処教育科長は学校の調査を行い、学校において教科書が不足していること、今使われている教科書の内容が非常に
古いことに気が付いた。確かにロシア文学史の教科書は 1919 年発行であり、代数学の教科書は 1896 年の発行、化学の





























                                                   
274 Потапова (2010) с. 147. 
275 当時は、日本語教師としては日本語短期コースのみを履修した白系ロシア人の若い教師が多かった。その教師の日本
語能力が高くなかったことも考える。ГАХК. Ф.830. Оп.1. Д.40. Л.65. 























1937 年 6 月 1 日、「ハルビンスコエ・ウレーミヤ」紙が掲載した記事によれ
                                                   
277 Харбинское время, №15(2201), 19 января 1938, с.5. 
278 他の中学校では男女学生の比率に大きな差があったので、男女別の教育制度を導入すれば、男女学生の移動によって
多くの学校は学生不足に陥り、学校を維持できなくなる状況であった。また、学生の移動に反対する保護者がいた。そ
れは保護者の学校に対する選好問題に関係があった。Харбинское время, №81(1561), 26 марта 1936, с.5. ГАХК. 

























                                                   
279 Харбинское время, №143(1976), 1 июня 1937, с.5. 




ア人社会の中での反発を一時的に和らげた281。だが、同年 11 月から 12 月にか
けて白系ロシア人社会、特にロシア正教会側と満洲国民政部及び関東軍の間に
















白系ロシア人中学校の「国民高等学校」制度への移行は 1938 から 1944 年 9
月まで続いていた284。その間に、それぞれの白系ロシア人中学校は「専攻別」に
                                                   
281 Гунбао, №3409, 4 июня 1937, с. 5. Гунбао, №3406, 6 июня 1937, с.5. 
282 Тамже. Харбинское  время, №330(2163), 7 декабря 1937, с.5. 
283 宋恩栄、余子侠（2016）、399 頁。彼らは新学制が宗教信仰を認めなかったと述べ、「宗教的信仰は必ず『建国精
神』の教育に対立し」、「授業では宗教について絶対はなしてはいけなかった」と強調する。 




1938 年に 2 月、民生部はハルビン第一言語学中学校に「国民高等学校」資格
を与えていなかったが、日本語学習を中心にする「商業科」を設置させ、その運
営許可を出した285。英語と日本語学習時間は週合計 25 時間であった。男女共同
教育で、修学年限 4 年（内に 1 年実習）であった。 
1939 年 1 月に白系ロシア人を対象に第 1 ハルビン実科中学校は白系露人事務
局を通じて賓江省民生庁長宛に「測量科」の設置許可を請願した286。 














                                                   
285 Харбинское время, №49(2235) 22 февраля 1938, с.7. 
286 ГАХК.Ф.830.Оп.1.Д.34.Л.6. 
287 露文紙に掲載された受験期及び入学期の広告によれば、ハルビンの白系ロシア人学校の場合、1938 年度学年の開始
は 1 月 1 日にはできず、学校によって 2 月から 3 月半ばの間に開始された。Харбинское время, №29 (2215), 2 февраля 
1938, с.5. 






































き、小学校 3 年制と中学校 7 年制、合計 10 年であった。しかし、「新学制」導













                                                   
290 外務省外交史料館 外務省記録「在中国及満洲国各国人学校関係雑件 23 白系露人ノ教育機関関係」（アジ歴資料セ















































1938 年 1～2 月に満洲国当局は白系ロシア人に対する職業教育及び高等教育





                                                   
















育成する目的であり、修業年限 3 年半、維持方法は独立採算制、入学年齢満 18
歳、定員 30 人であった292。その請願に対する当局は反応を示さなかった。1938






1940 年にハルビン医学大学（私立）に白系ロシア人が入学した（定員 10 名
                                                   
292 ГАХК.Ф.830.Оп.1.Д.4.Л.57-59. 
293 Заря, №24 28января 1938, с.5. 
176 
 




は白系ロシア人の場合、5 年であった。そのうちに 1 年目（予備科）は日本語学











業年限 1 年。入学年齢 21 歳までの国民高等（女子）学校卒。授業料無料。全寮





                                                   
294 Харбинское время, №339 13 декабря 1944, с.3. 



























                                                   
298 Харбинское время, №10(2196) 14 января 1938, с.5. 

























                                                   
300 Харбинское время, №49(2235) 22 февраля 1938, с.7. 
301 ГАХК. Ф.830.Оп.1.Д.40. Л.190. 
302 竹内桂（1999）、51 頁。 

























                                                   


























                                                   


























                                                   
307 Учебные программы народных и повышенных народных школ для Российских эмигрантов. Мастросов 
П.А. Издательство ГБРЭМ, Харбин, 1943. 










は白系ロシア人の教育問題について報告した。6 月 1 日付の「ロシア系エミグラ
ントの経済的な福祉と生活改善に関する件」の要望書を取り上げる309。 
 






   前期：1 月 1 日～6 月 30 日 
   夏休み：7 月 1 日～8 月 31 日 
   後期：9 月 1 日～12 月 31 日 
   冬休み：1 月 10 日～1 月 19 日 
 
 つまり、学校の夏休みを 2 ヶ月まで増やす必要があるという内容である。協
和会大会の決定は 7 月初旬に出され、白系ロシア人が依頼した通りに変更が認
                                                   
























   その他に二三申上げたいのは、御承知の通り敎員養成所は現在ありませ
                                                   
310 「第三日記録（10 月 3 日）各部分科委員会記録」『協和会創立十周年記念全国会員大会並康徳九年度全国連合協議

























































第 4 章 「新学制」実施産物の建国大学における白系ロシア人： 

















                                                   
314 山根幸夫「『満州』建国大学の一考察」『社会科学討究』早稲田大学社会科学研究所、第 32 巻、第 3 号、1986 年。斉
藤利彦「「満州国」建国大学の創設と展開―「総力戦」下における高等教育の「革新」」『調査研究報告書 №30 総力戦
下における「満州国」の教育、科学・技術政策の研究』、学習院大学東洋文化研究所、1990 年 3 月。志々田文明「『民族
協和』と建国大学の教育」『社会科学討究』早稲田大学社会科学研究所、第 39 巻、第 2 号、1993 年。志々田文明「『満
洲国』建国大学に於ける銃剣道教育」『武道学研究』早稲田大学体育学研究紀要、第 32 巻、第 1 号、1999 年。田中寛
「建国大学における理念と実相―皇道主義教育思想とその言語政策論をめぐって―」『植民地教育の支配責任を問う』植
民地教育史研究年報、皓星社、第 4 号、2001 年。裴富吉「経営学者の経営倫理学的考察―満州帝国建国大学と山本安次
郎―」『大阪産業大学経営論集』大阪産業大学学会、第 3 巻、第 3 号、2002 年。志々田文明「『満洲国』建国大学に於け
る騎道教育」『武道学研究』早稲田大学体育学研究紀要、第 34 巻、第 3 号、2002 年。柴田陽一「建国大学における地理
学者とその活動―宮川善造を中心に―」『史林』京都大学大学院文学研究科内史学研究会、 第 94 巻、第 5 号、2011 年。 
315 宮沢恵理子著『建国大学と民族協和』風間書房、1997 年。山根幸夫著『建国大学の研究―日本帝国主義の一断面―』

























                                                   
316 Потапова И.В. Русская школа в Маньчжурии. 1898-1945 годы: монография. Хабаровск «Частная 
коллекция», 2010. С.155. 
























建国大学における 6 年間の学習は、前期 3 年と後期 3 年に分かれていた。前
期は高等普通教育を施し、後期は各々専門学科（政治学科、経済学科、文教学科）
                                                   




建国大学における修業期間は 5 年 1 ヶ月（1938 年 5 月～43 年 6 月）で、それ
に加えて大同学院（実務教育）で 3 ヶ月間就学することになっていた。 










 建国大学には、ロシア語の専任教員もいた。日本人が 2 人で、白系ロシア人が
1人であった。教授の戸泉憲瞑、助教授の井上長、兼務講師のオディネツV.A.320。






                                                   
319 山根（1986）、111 頁。 
320 山根（1986）、106、108、109 頁。 
321 1937～41 年にウラジミル学院に在学していた白系ロシア人のパスィンコフの回想による。Воспоминания 
И.Н.Пасынкова «Харбинский Восточно-экономический факультет Института Им. Св. Владимира», журнал 
«Самиздат» от 29 июля 2011. http://samlib.ru/g/gorbunow_g_a/adadadaddadada.shtml 
























                                                   
323 山根（2003）、82、89 頁。この「建国大学令」と「建大第一期生徒募集公告」は建国大学の第 2 期生の湯治万蔵
が編した『建国大学年表』という史料集に掲載されたものである。湯治万蔵編『建国大学年表』建国大学同窓会、
1981 年。山根氏と宮沢氏も湯治万蔵編の史料集を使用している。 
324 宮沢（1997）、78 頁。しかし、どこで、どのような形で公表されたか、述べられていない。 
325 山根（2003）、96 頁。宮沢（1997）、181 頁。 






体強健、1938 年 3 月末までに満洲国の高級中学校卒業見込み者あるいは卒業者
で（建国大学への入学時期は 5 月 2 日）、満洲国協和会からの特別推薦を持つ者
でなければならなかった。志願手続きの締切日は 9 月末であった。学則では修
業年限は 6 年となっていた（前期 3 年間、後期 3 年間、その後大同学院で実務





選抜をして、彼らに対して第 1 次試験、第 2 次試験を実施し、合格者を決定す
るようになっていた。 
陸軍次官梅津美治郎は内閣書記官長宛の「満洲国建国大学に関する件通報」の




薦人を持つ者が 34 人、在日満洲国大使館からの推薦人は 10 人、協和会からの
推薦人は 10 人であった329。 
志願者は推薦書以外に、出身学校の「作製厳封の人物考査書」及び学業成績書
                                                   
327 山根（2003）、91-95 頁。 
328 白系ロシア人の場合、こうした推薦書は白系露人事務局、卒業の学校、各地の協和会で申請することができた。推
薦機関の選択は志望者にそれぞれ異なっていた。 




第 1 次試験の時期は 12 月初め（1 日～4 日、4 日間）に大連、奉天、新京、
承徳、安東、錦州、ハルビン、斉斉哈爾、延吉、海拉爾、遼源、東京（志願者は
希望する場所を自由に選択可）。第 2 次試験は新京と東京で 1938 年 2 月 1 日～







第 2 次試験は人物考査（口頭試問）及び第 2 次身体検査であった。ちなみに
大学における講義はすべて日本語で行われることが発表されていた。 
上記は、生徒募集公告内容そのものであるが、実際に白系ロシア人への志願者









                                                   









2.2 第 1 次試験 
 入学条件を満たした入学志願者の名簿は新京に送付され、その中から書類選
抜が行われた。11 月 14 日に書類選抜の結果が新京からそれぞれの志願者へ送
付され、第 1 次試験の実施予定は 12 月初旬に知らされた。書類選考の結果によ
れば、30 人の白系ロシア人が第 1 次試験の受験を許可されたが、12 月 3 日に行
われた第 1 次試験に出席したのは 24 人であった（身体検査を合格したにもかか
わらず、5 人が受験を放棄した。その理由は不明である。身体検査で落ちた 1 人
は聴力が弱いと診断された）331。 
12 月 1 日と 2 日に白系ロシア人向けの濱江省立第一中学校（ 1-я 
Правительственная гимназия、「新学制」実施後 1938 年から、濱江省立第四
国民高等中学校に改名）で身体検査が行われた。 





                                                   
331「ザリャ」紙には、24 人の受験者の氏名が挙げられた（Балакирщиков, Бурдин, Виноградов, Зверев, 
Корнилов, Котенков, Б.Кузнецов, В.Кузнецов, Кочкин, Кулаков, Малков, Маштаков, Матвеев, Пляченко, 
Севрюков, Середкин, Оскирко, Тялшинский, Хотнянский, Швалов, Шамраев, Цвиров, Чеусов, Ярославцев. 
Заря № 329 5 декабря 1937, с.12）。 
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（Долг и обязанности русского населения, составляющего одну из пяти 
народностей, населяющих Маньчжоу-Го）」であった332。 




1938 年 1 月下旬。第 1 次試験の結果がハルビンに届いた。白系ロシア人志願
者 24 名の中に第 1 次試験で合格したのは 11 人だった。「ハルビンスコエ・ウレ














                                                   
332 Тамже. 
333 Харбинское время, № 309 (2142) 16 ноября 1937, с.5.  




1938 年 1 月 23 日と 26 日に、第 1 次試験の合格者 11 名の氏名が「ハルビン
スコエ・ウレーミヤ」紙に掲載された。2 月に新京で実施する第 2 次試験に向け
て学校科目の準備が必要であると新聞が注意した。合格者はハルビンにあった
中・専門学校を 1936～37 年に卒業する見込みの者か、あるいは大学 1 年生であ
るかのどちらかであった。その中の 6 名（セリョードキン Серёдкин、プリャチ
ェンコПляченко、ブルディンБурдин、ツヴィロフЦвиров、チェウソフЧеусов、 
マトヴェエフ Матвеев）が濱江省立第一中学校の卒業生または卒業見込み者だ





科学校（Коммерческое училище）在学者が 1 名（ズヴェーレフ Зверев）、商
科大学（Коммерческий институт）在学者が 1 名（アバザ Абаза）いた335。 
第 1 次試験における建国大学の選抜方法とは何であったのだろうか。 
ハルビンで行われた第 1 次試験の試験委員の構成は不明であるが、試験場と
なっていた濱江省立第四国民高等中学校の校長グリバノフスキー
（Грибановский П. И.）が試験監督をしていたことが新聞から分かった。 
1 月 23 日に校長グリバノフスキーは「ハルビンスコエ・ウレーミャ」紙から
第 1 次試験についてインタビューを受けた336。彼は感想を述べた。 
 
                                                   
335 Харбинское время, № 19 (2205) 23 января 1938, с.9; № 22 (2208) 26 января 1938, с.5; № 33 (2219) 6 февраля 
1938, с.7. 
336 Харбинское время, № 19 (2205) 23 января 1938, с.9. 
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2.3 第 2 次試験 
上述の「ハルビンスコエ・ウレーミャ」紙によるインタビューの最後に、グリ






                                                   


























                                                   

























に記述されました。試験は 1 人当たり 25 分でした。試験が終わったらまだ
                                                   
















 1938 年 3 月 13 日にハルビンに着いた視学官後藤は合格者名簿をもってき
た。彼は第 2 次試験の最終選抜にも参加したと新聞が書いた。第 2 次試験に合
格した 5 人は全員入学した。 
 「ハルビンスコエ・ウレーミヤ」紙は 5 名の合格者の名前を掲載した340。そ
れはセヴェリュコーフ Северюков Р.А.（1921 年生、17 歳）、セリョードキン
Серёдкин С.А.（1919 年生、19 歳）、ツヴィロフ Цвиров Е.В.（1921 年生、17
歳）、チェウソフЧеусов В.В. （1920年生、18歳）、マシタコーフМаштаковС.М.
（1921 年生、17 歳）であった。このことから、2 つの大切なことが言える。 
 1 番目は、コチェニコフ以外の白系ロシア人は日本語が下手であったのに、第
1 次試験と第 2 次試験に合格した。日本語が上手なコチェニコフは第 2 次試験
                                                   


























                                                   





















5 人の中 4 人分のアンケートしか閲覧できなかった343。そのため、ここでは分
析しているアンケートの中身は 4 人分のものとなっている。 
その 4 人とも自筆で回答しており、また当事務局への登録日付は異なってい
るが、一定数の質問事項に皆が同じ答えを書いていたことに気が付いた。合格者
                                                   
342 彼らは日本人と一緒に政治犯用のラーゲリに収容された。『歓喜嶺 建国大学第一期生文集』建国大学第一期生会、
平成元年七月五日、64～69 頁。 




















русский институт）の学生であった。これは 1920 年設立の日露協会学校、後
のハルビン学院のことであろう。 
しかし、「建国大学志願者用」のアンケート（1937 年 10 月 20 日記入、当事
務局への登録は前日19日）に、セリョードキンは自筆で違うことを書いている。
「1936 年 7 月から 1937 年 3 月まで、ハルビンにある日本一流のダンシングク
ラブ「ミョウジョ〔筆者：明星？〕」のオーケストラで働き、バイオリンを弾い
                                                   
344 ГАХК Ф.Р830, оп.3, д.51136 (Цвиров), д.43047 (Серёдкин), д.52140а (Чеусов), д.42443 (Северюков).  
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345 ГАХК Ф.Р830, оп.3, д.43047 (Серёдкин), л.7. 
346 「コザック казак」は社会階層の区分ではないが、ここではアンケートに書かれた通りに掲載することにした。 
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ここでは、第 1 期卒業生 1 人の回想録を取り上げるとともに、各合格者の経
済的状況を確認して、入学の志望理由について考えていきたい。 
 建国大学第 1 期の卒業生チェウソフは、「建国大学におけるロシア人学生」と




                                                   
347 『満洲国史』総論、満洲国史編纂刊行会、1971 年、599 頁。 
348 東洋文庫所蔵。Чеусов В.В. Русские студенты в Кенкоку Дайгаку. 2 мая 1998.ハバロフスク地方国立文書館に
もチェウソフの手紙や回想録が保管されているが、建国大学同窓会に寄稿された原稿よりも質・量ともに勝っている。























けた（チェウソフは 2007 年に 88 歳で永眠）。インタビューの内容はチェウソフ
が経験したソ連時代のラーゲリの話が中心であるが、建国大学の思い出も含ま
                                                   
349 東京大学大学院人文社会系研究科文学部図書室保管。『建国大學授業報告 第一號 露人學生に對する日本語教授の

























                                                   

















セリョードキンは両親と 3 人で月 15 国幣の貸アパートに住んでいた。元軍人
である父は収入が不安定で、月に 15～20 国幣を稼いでいた。母は裁縫で月に 18
～20 国幣を稼いでいた。 
ツヴィロフは両親と妹と一緒に生活していた。父は日本系の「国際運輸」で働
いており、月に 50 国幣の収入があった。 
セヴェリュコフのアンケートには情報がない。マシタコーフの個人ファイル
は未閲覧である。 
上記の経済状況を理解するため、1936 年から 1938 年の間のハルビン在住の
白系ロシア人の平均的な収入を取り上げる。「ハルビンスコエ・ウレーミヤ」紙
                                                   
351 Чеусов (1998), с.4-6. 





















1. 第 1 期生が共同生活と学習環境について 
1938 年 4 月半ばに白系ロシア人新入生 5 名が新京に着いた。 
入学時の塾名簿によれば、150 名の第 1 期生は 6 つの塾に分けられて、それぞ
れが 23 ないし 24 名で構成されていた355。白系ロシア人学生は第一塾（塾頭は
                                                   
353 Харбинское время, № 151 (1631) 9 июня 1936. 
354 Заря, №10 14 января 1938, с.7. 




国系 10 名、日本人 11 名）の中に、白系ロシア人は 3 名（ツヴィロフ、セヴェ
リュコーフ、マシタコフ）であった。第二塾は 23 名（中国系 10 名、日本人 11
名）の中で白系ロシア人は 2 名（セリョードキン、チェウソフ）であった。 

















す。……授業は 5 月 4 日に始まりました。……5 月 3 日に大学の教授と学生
たちが協和会の会員になる入会式がありました。大学の開学式は 5 月 2 日
                                                   






ました。第 1 のグループはそのほとんどが日本人で、第 2、第 3 のグループ
は日本語の良くできる満洲人とモンゴル人、そして残りの 4 つのグループは
日本語の能力別に分けられました。私たちの日本語力はとても低かったので、





訓練、作業訓練、フェンシング。私たちは朝 5 時半に起きます。6 時に体操、
７時に 20 分間の間に朝食、8 時から 12 時まで授業、12 時に昼食、午後 3
時に散歩、フェンシングあるいは軍事訓練、夜 9 時に就寝。散歩は農業や作
業の説明を受けている農場と畑です。日曜日と祭日は、朝 8 時から夜 8 時ま
で自由時間です。……私たちの授業の成功についてはっきりとは言えません
が、日本語は週に 14 時間で、ロシア語のできない日本人の先生 3 人に教え
てもらいます。西洋史、満洲国史、地理、数学は私たちがどのように教えて
もらうか分かりません。……日本語以外、作業訓練は次に重要な科目です。
畑は大学から 3 露里（筆者：3 ㎞強）離れています。ある日農場からの帰り
に恐ろしい暴風に遭い、風でなぎ倒されました。ここの天気は変わりやすく、
                                                   



















































この『塾生日誌抄』は 1938 年 5 月 2 日から 12 月 4 日までの 7 ヶ月間にわた
って日本語で書かれていた。これは日本語教授の指示だったのだろうか。この 7





















七月二日 土曜 【學生戊】 
  今日ゴム長靴で敎練をしました。午後七時から裏の草原で四塾と共に茶話
會をしました。 
七月五日 火曜 【學生甲】 
  今日は上田先生より西洋史を習つた。それに佐藤先生より日語を習つた。午
後三時に膓チブスにかゝらないようにする注射。 
七月九日 土曜 【學生丁】 
  今日は二時に驛へ行きました。哈爾濱へ八時四十分に着きました。家へ來つ
て兩親を喜ばせました。（註）七月十一日より末日まで夏季休暇」。 
  夏休の間に白系ロシア人学生はハルビンに帰っていた。 
214 
 
八月一日 月曜 【學生戊】 
  今日六時半に起きました。八時から始業式があつて作田副總長からありが
たい訓辭がありました。午後一時から身體檢査がありました。 







八月二十日 土曜 【學生甲】 




八月二十八日 日曜 【學生丙】 
  今日は午前十時に江原先生のお宅を訪問しました。私は日本人の家は始め
てゞすから、中々面白いでした。あそこでお話がありました。 













十月一日 土曜 【學生丙】 
  今日は八時に出發して南嶺の射擊場へ行つて射擊の演習をしました。私は
十二點を取りましたけれど、之は私は初めてしました。 
十月二十六日 水曜 【學生乙】 
  今日佐藤先生の時間に書取を書きました。原田先生は此の前の時間に書い
た作文を直して出しました。 
























十一月十八日 金曜 【學生戊】 
 まだ胃が痛いです。今日三日間何も食べませんでした。 































学内で演奏できる者（ロシア人 8 名、日本人 2 名）を集めてオーケストラグル
ープを作った。そのオーケストラのレパートリーは、満洲国歌、日本国歌、日本
風の行進曲、ロシアのマーチやワルツなどであった。大学で行われたパレードや
運動会などの行事もこの 10 人のオーケストラが演奏し、好評であったという。 
 前期が終了する直前の 1940 年 11 月に、白系ロシア人学生が日本への修学旅
行に行くことになった。ルートは、新京→釜山→下関→大阪→奈良→京都→横浜
                                                   







学生は 30 人収容の塾に住んでいました。その塾は 1 階建てで大きな部屋



































ーで地上から 5m の高さまで上昇できるようになりました。 
 
第 1 期生の 3 人は武術の中で柔道が最も上達した、とチェウソフは回想して
いる。 
 






























                                                   


























                                                   


























                                                   































































計 11 時間であった。その時間は次のように割り当てられた364。 
 
表 1. 日本語授業時間数 
授業名 時間数 教科書名 
講一 4 時間 標準日本語讀本 上・下 
講二 3 時間 
 
小學國語讀本 （文部省三～八） 
講三 2 時間 新選日本語讀本 一、二、三 
語法・作文 2 時間 プリント 















表 2. 教科書 
授業名 時間数 教科書名 
講一 3 時間 小學國語讀本 七、八 （文部省） 
講二 2 時間 里見弴 『文章ノ話』 
語法・作文 2 時間 山田孝雄『中學用日本文法教科書』 
日文 4 時間 山本有三選 
 
























































































1. 環境（日語の必要度、日人學生との共同生活）   












3.3 塾における諸民族との生活・塾の日本語使用・塾内行為  
上記は日本語の授業における白系ロシア人による日本語学習問題、上達結果、
これからの課題を日本語教授 3 名が報告したものである。 
 以下は、塾における日本語と白系ロシア人学生の生活について塾頭江原節之
助助教授による報告を紹介する。 


























































4-3.  建国大学卒業・大同学院進学・進路 
1.卒業論文・建国大学第 1 回卒業式 








出であったと言える。第 1 期の全卒業生は全部で 106 名であった。その内に白
系ロシア人は 3 名（セリョードキン、チェウソフ、セヴェリュコフ）だった。
1938 年に 5 名だった入学者は 1943 年に卒業時には 2 名減少してしまった。そ
                                                   
























1943 年 6 月 12 日、第 1 期卒業式が挙行された。満洲国皇帝もこれに親臨し
                                                   
372 同上、279、283、285 頁。 










た第 1 期の白系ロシア人卒業生の 1945 年終戦までの活動を確認する。 
セヴェリュコフ、チェウソフとセリョードキンの 3 人は、建国大学を卒業し
てすぐに国務院総務庁高等官試補に任命され、1943 年 7 月に大同学院に入学し











と 3 人が発言した375。 
                                                   
374 同上、278 頁。 
375 白系露人事務局フォンド保管の個人ファイルに新聞の記事の切り取りが残り、新聞発行年月日は不明である。










る377。セリョードキンは、1944 年 8 月に初めてハルビンで実施された建大入試












                                                   
376 Земля Иркутская, 2005, с.59-72.  
377 『満洲国史』総論、1971 年、599 頁。 
378 Рубеж, № 33 (802) 10 ноября 1943. 
379 白系露人事務局フォンドに保管されている個人ファイルの中身は 1940 年代後半に何回か整理され、中身が取りぬ
かれたが、第一期生のツヴィロフの個人ファイルに日本語での履歴書（北満学院に講師として任命されるまでに）が残
っている。ГАХК Ф.Р830 оп.3 д.51136. 


























                                                   























                                                   
382 終戦後の運命。1945 年 10 月、チェウソフはソ連軍内のスパイ取締りの特務機関に建国大学の第 1 期と第 2 期の卒

























 エリート大学を卒業した好日的な政治観を持つ白系ロシア人第 1 期生は満洲
国の官吏になった。建国大学の設立までに白系ロシア人は官吏になれる道は他
になかったのか。いや、そのようなことはなく、第 1 章で述べたように建国直後

































第 5 章 「新学制」実施産物の技術者養成教育機関と白系ロシア人： 
―ロシア語による技術教育― 
 



















                                                   
383 Харбинское время, №291(2124) 28 октября 1937, с.5. 










不足していたため、1938 年 8 月関東軍参謀長から陸軍に対する「満洲国技術員




































                                                   
385 藤原彰・今井清一『五十年戦争史 日中戦争』、1988、155 頁。 
386 南満州鉄道株式会社『満洲五箇年計画概要』1937 年、29～39 頁。 



















    51.93％ 
 
満洲産業開発五ヶ年計画によれば、必要な工業人は高級技術員 7,000 名、普








































                  
1938 年 12 月、満洲国の「国家代行機関」として満洲鉱工技術員協会が設立
された後、安東養成所、奉天養成所、旅順工科大学附属技術員養成所、哈爾浜鉱
工技術工養成所の設立計画が建てられた。学科は、鉱山、機械、電気、応用化学
の 4 科で、養成期間は 1 カ年、全寮制で、授業料その他学費は無料であった。 










 1937 年 12 月 30 日に「ハルビンにロシア人のための大学が建設予定。満洲
国政府によりロシア青年に対する配慮」という題名で記事が「ザリャ」紙に出た
388 。公式な設立は 1938 年 2 月末であった。入学可能年齢 30 歳まで。商学部 3
年制。工学部 4 年制。工学部は「電気・機械科 Электро-механическое отделение」
と「工学・建築科 Инженерно-строительное отделение」があった。「必要が
あれば、他の学部も設置される」と当局が述べたが、これは実現しなかった389。










                                                   
388 Заря, №354 30 декабря 1937. 
389 Харбинское время, №52(2238) 25 февраля 1938, с.5. 
390 Харбинское время, №54(2240) 27 февраля 1938, с.11. 
391 中嶋（2004）、72 頁。 


























                                                   
393 ГАХК. Ф.830.Оп.1.Д.40. Л.189-194. 














の高等教育学校、すなわち 1937 年設立の商科大学（日系幹部）と 1934 年設立
の聖ウラジーミル学院（白系ロシア人幹部に日系顧問付）が満洲国当局により









                                                   
395 Там же. Л.193. 
396 Там же. Л.192. 


























                                                   
398 Там же. Л.190-191. 
























                                                   
400 Там же. 
401 Там же. Л.191． 
402 Там же. Л.191. 
403 Там же. Л.194об. 



















































                                                   
405 原正敏共著「戦時下、旧満洲における技術員・技術工養成」（原正敏・槻木瑞生・斉藤利彦編著 『調査研究報告書
No.30 総力戦下における「満州国」の教育、科学・技術政策の研究』、学習院大学東洋文化研究所）、1990 年 3 月、
30 頁。原正敏・隈部智雄「“満洲国”における技術員・技術工養成（Ⅰ）―満洲鉱工技術員協会と「鉱工技術者養成令」


























                                                   






1939 年に満洲鉱工技術員協会直営・補助下で 4 つの技術養成所が設立した。
中国人と日本人向けの安東養成所、奉天養成所、旅順工科大学附属技術員養成所
と白系ロシア人向けの哈爾浜鉱工技術工養成所であった。 





5 月 23 日、白系露人事務局とロシア語話者教授らと会議をし、同養成所の学
科と教育内容などを確定した。修業年限は 1939～41 年度が 2 年であったが、
1942 年度から戦時のため、技術工養成期間が短縮され、1 年制になった。収容
人員は 1939～43 年度に白系ロシア人のみで 100 名であったが、1943 年度から
中国人の募集が開始された。学科は 3 科があった。機械科（製図家、仕上工、旋
盤工、トラクター工、熔接工）。定員 50 名（1939～44 年度）。電気科（電気工、
電気伝導）。定員 25 名（1939～44 年度）。採鉱科（採鉱工、探鉱）。定員 25 名




中に、日本人（所長 1 名、副所長 2 名、教員）、白系ロシア人（教授 3 名、指導
                                                   












い、運営費の一部として計算）は 1 人当たり日 80 銭（計月 24 円、1944 年ま
で）であったが、1945 年度から全寮制が廃止され、学内食事もなくなった。学
生に食費として 1 人当たり月 18 円になり、非常に少なかったと言える。当時の
白系ロシア人養育院（Русский дом）の食費は 1 当たり日 1 円（月 30 円）であ
った。食費以外に寮生は手当額をもらっていた。1 人当たり月 10 円（1943 年ま
で）であった。1944 年度から月 7 円 50 銭になった409。 
1939 年 7 月に新聞に生徒募集広告が報道された410。8 月末に選抜試験後計 84
名の入所を決定された。設立初期の入試内容は不明である。1944 年に 1 月入試：
筆記試験（日本語・算数）、口頭試験（面接・日本語会話）1940 年以降、入試期
間は 1 月中だった411。1945 年 1 月入試：口頭試験のみ412。 
1939 年 9 月 2 日に開所式および所生入所式を挙行した。 
                                                   
408 ГАХК. Ф.830. Оп.3. Д.3697. 
409 ГАХК. Ф.830. Оп.1. Д.230. 
410 『鑛工満洲』第一巻 第一號、42～45 頁。 
411 ГАХК. Ф.830. Оп.1.Д.177. Положение о шестом приёме слушателей в Харбинский русский техникум по 
подготовке технического персонала для фабрично-заводских предприятий. 
412 Там же. 
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 同養成所の科目は表 1 で紹介されている413。 
 
表 1. 実習科目 





















国 民 道 徳 
体     育 
日  本  語 
 
中  国  語 
英     語 
算 術 代 数 
幾 何 三 角 






























                                                   
413 原正敏・隈部智雄（1994）、210 頁。 

























                                                   
415「 エミグラント」資格のある白系ロシア人及び白系ロシア人と中国人との混血の青年（ロシア語能力有）が入学した。
白系ロシア人はロシア人に限らず、「エミグラント」系のタタル人やアルメニア人などがいた。（哈爾賓養成所の入学者






































監 2 名に変えられた。 

















1939 年 第一期 81   81 
1940 年 第二期 78 64 17 95 
                                                   
416 ГАХК. Ф.830. Оп.1. Д.230. Л.21 
417 Там же. Л.25. 
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（その中の 2 名は 
不正行為のため除籍） 
1941 年 第三期 77 58 37 114 
1942 年 第四期 63 ！44 ！70 133 
1943 年 第五期 76 ！47 ！86 162 
1944 年 第六期 ！36 84 78 114 
1945 年 第七期 37 ―   
合計 411 297   
 
上記の表 2 で数字前の「！」は入学時と卒業時の人数の大きな隔たりを示す。1939 年度の
入学者数は 81 人であったが、それは哈爾賓鉱工技術工養成所の場合に限らず、
同年に設立された安東養成所も同じ状況であり、定員 200 名に対して第 1 期入














                                                   

























                                                   
419 Там же. Л.15, 20, 22. 
420 Там же. Л.20, 25. 
























                                                   
422 Там же. Л.20-21 
423 Там же. 
424 Время,№275 9 октября 1944. 
425 ГАХК.Ф.830.Оп.1.Д.230.Л29. 
























                                                   
427 Время, №332 6 декабря 1944, с.3. ГАХК.Ф.830.Оп.1.Д.213. 
428 ГАХК. Ф.830. Оп.1. Д.230. 
429 「穆稜炭鉱公司」、「穆稜炭鉱会社」、「ムーリン炭坑」の書き方もあった。 
430 Черепица В.Н. “От Волковыска до Харбина. Торгово-промышленная династия Скидельских (конец 19 – 

























                                                   
431 防衛省防衛研究所 陸軍省調査班「北満洲の鉱業に就きて」（アジ歴資料センター JACAR C15120474500）。 
432 『時報（特 3）穆稜炭鉱』満鉄哈爾賓事務所調査課、昭和二年、10～15 頁。 











を結ぶ軌道（穆稜駅から炭坑まで 63ｋｍ）を 1924 年に敷設していたが、1938
年、全軌道と所有していた全車輌を満州国に接収されてしまった434。だが、この
時点では、スキデルスキー鉱山を国営化までに踏み切ることができなかった。










                                                   
434 Вестник Маньчжурии (1933), с.48. 
435 外務省外交史料館 外務省「外国鉱山及鉱業関係雑件／満州国ノ部」（アジ歴資料センターJACAR 
B09041969900）。 


























                                                   
437 ГАХК. Ф.830. Оп.1. Д.230. 
438 1945 年 8 月 9 日、スキデルスキーは関東軍により逮捕されたが、関東軍や日本人官僚の撤退により逮捕から 4 日







































































































































































・外務省外交史料館 外務省記録「在中国及満洲国各国人学校関係雑件 23 白系露人ノ教育
機関関係」（アジ歴資料センター JACAR B04012244900） 
・外務省外交史料館「在哈赤、白教育機関状況に関する件」昭和九年三月二九日。（アジ歴
資料センター JACAR B04012196300） 














・ Законоположения и правила о школах.- Харбин: Министерство Народного 
Благополучия, 1938. 
・Игумен Филарет. Конспект по Закону Божьему (По кн. «Христианская Жизнь» 
прот. Н. Вознесенского) Издание Обители Милосердия. Харбин. 1936, с.57. 
・Программа преподавания гражданской морали для русских высших народных 
школ в Маньчжу-Ди-Го.Харбин.1942. 
・Учебные программы народных и повышенных народных школ для Российских 
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